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１．医師の勤務実態等 
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（出典）医師・歯科医師・薬剤師調査（厚生労働省） 

○全医師数に占める女性医師の割合は増加傾向にあり、平成26年時点で20.4%を占める。 

○近年、若年層における女性医師は増加しており、医学部入学者に占める女性の割合は約３分の１

となっている。 

女性医師数の推移 

※医師数全体に占める割合 

20.4％※ 

（出典）学校基本調査(文部科学省) 
    厚生労働省医政局医事課試験免許室調べ 

医学部入学者・国家試験合格者数に占める
女性の割合 

 女性医師の年次推移 

昭和 平成 
（年） 
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※１・・・産婦人科、産科、婦人科 
※２・・・内科、呼吸器、循環器、消化器、腎臓、糖尿病、血液、感染症、アレルギー、リウマチ、心療内科、神経内科 
※３・・・外科、呼吸器外科、心臓血管外科、乳腺外科、気管食道外科、消化器外科、肛門外科、小児外科 

 

○ 医療施設従事医師数の女性割合は20.4％であり、平成24年の19.6％と比べて増加している。 
 

○ 皮膚科や小児科、産婦人科といった診療科では女性医師の占める割合は高いが、外科や脳神経外科
などの診療科では低い。 
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※2004年～2014年の医師・歯科医師・薬剤師調査（医師届出票）および厚生労働省から提供された医籍登録データを利用して作成 
※推定年齢は医籍登録後年数が0年の届出票の満年齢(12月末時点)の平均値が26.8歳であることを考慮し設定 
出典：医療従事者の需給に関する検討会 第４回医師需給分科会 資料より 
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  女性医師の就業率の推移は、Ｍ字カーブの曲線になる。 
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 雇用者（年間就業日数200日以上・正規職員）について、１週間の労働時間の実績を見ると、60時間を
超える者が、雇用者全体の14%となっている。 
 これを職種別に見ると、医師（41.8%）が最も高い割合となっている。（次いで、自動車運転従事者（39.9%）） 

 １週間の労働時間が週60時間を超える雇用者の割合 
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（出典）総務省・平成２４年就業構造基本調査 5 



 医師等の１週間の労働時間の分布 
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    （年間就業日数200日以上、正規職員） 6 



病院常勤勤務医の週当たり勤務時間の分布 
○ 病院常勤勤務医の勤務時間（診療時間＋診療外時間＋当直の待機時間）は、男性は

41％、女性は28％の医師が週60時間以上である。 

※ 本資料では、当直の待機時間は勤務時間に含め、オンコールの待機時間は勤務時間から除外した。なお、当直

の待機時間には、労働基準法上の労働時間に該当するものと該当しないものの両方が含まれていると考えられ

る。 

「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」（平成28年度厚生労働科学特別研究「医師
の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」研究班）結果を基に医政局医事課で作成 7 

週60時間以上 
男性 41％、女性 28％ 
 

週80時間以上 
男性 11％、女性 ７％ 



○ 病院常勤勤務医の勤務時間（診療時間＋診療外時間＋当直の待機時間）については、
男性は年代が上がるにつれて減少する一方、女性は二峰性の分布となる。 

※ 本資料では、当直の待機時間は勤務時間に含め、オンコールの待機時間は勤務時間から除外した。なお、当直

の待機時間には、労働基準法上の労働時間に該当するものと該当しないものの両方が含まれていると考えられる。 

病院常勤勤務医の週当たり勤務時間 
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週当たり 
勤務時間 

男性医師 女性医師 

20代 64時間59分 59時間12分 

30代 63時間51分 52時間13分 

40代 61時間06分 49時間20分 

50代 55時間28分 50時間05分 

60代以上 45時間17分 42時間49分 

全年代平均 57時間59分 51時間32分 

「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」（平成28年度厚生労働科学特別研究「医師
の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」研究班）結果を基に医政局医事課で作成 



○ 男性医師は、20代は「50～60時間」にピークがあり、30代で「60～70時間」にピー
クが上がり、その後、徐々にピークが下がる。女性医師は、20代は「50～60時間」に
ピークがあり、30代～50代でピークがいったん下がり、60代でさらにピークが下がる。 

病院常勤勤務医の週当たり勤務時間 年代別分布 

9 

※ 本資料では、当直の待機時間は勤務時間に含め、オンコールの待機時間は勤務時間から除外した（勤務時間＝診療時間＋診療外
時間＋当直の待機時間）。なお、当直の待機時間には、労働基準法上の労働時間に該当するものと該当しないものの両方が含まれ
ていると考えられる。 

「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」（平成28年度厚生労働科学特別研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に
関する調査研究」研究班）結果を基に医政局医事課で作成 



病院常勤勤務医の診療科別の週当たり勤務時間 

※ 本資料では、当直の待機時間は勤務時間に含め、オンコールの待機時間は勤務時間から除外した。なお、当直の待機時間には、
労働基準法上の労働時間に該当するものと該当しないものの両方が含まれていると考えられる。 

○ 病院常勤勤務医の週当たり勤務時間（診療＋診療外＋当直の待機時間）が60時間以上の
割合は、平均の勤務時間が相対的に長い救急科・外科系はそれぞれ52％・44％、平均の勤
務時間が相対的に短い精神科であっても27％。 
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週当たり 
勤務時間 

病院常勤勤務医 

内科系 56時間16分 

外科系 59時間28分 

産婦人科 59時間22分 

小児科 56時間49分 

救急科 63時間54分 

麻酔科 53時間21分 

精神科 50時間45分 

放射線科 52時間36分 

臨床研修医 60時間55分 

全診療科平均 56時間28分 

「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」（平成28年度厚生労働科学特別研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に
関する調査研究」研究班）結果を基に医政局医事課で作成 

週60時間以上 

救急科 52%、外科系 44%、精神科 27％ 



○ 子どもがいる場合は、いない場合と比較して、既婚の女性の常勤勤務医は勤務時間
（診療時間＋診療外時間＋当直の待機時間）が短くなる傾向がある一方、既婚の男性の常
勤勤務医は勤務時間が長くなる傾向がある。 
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※ 本資料では、当直の待機時間は勤務時間に含め、オンコールの待機時間は勤務時間から除外した。なお、当直の待機時間には、
労働基準法上の労働時間に該当するものと該当しないものの両方が含まれていると考えられる。 

「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」（平成28年度厚生労働科学特別研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に
関する調査研究」研究班）結果を基に医政局医事課で作成 

病院常勤勤務医の週当たり勤務時間 家族構成別 
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○ 男性医師は、未就学児の育児中、子育て前と同じ働き方を希望する割合が最も多く、実際に
子育て前と同じ働き方をしている割合は約８割。 

○ 女性医師は、「時間短縮勤務」「勤務日数減」「業務内容軽減」を希望する割合が多い。また、
現在常勤医師の１割、非常勤医師の４分の１が「休職・離職」を経験。 

育児中の働き方（常勤医師） 
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医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査 （平成28年度厚生労働科学特別
研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」研究班）  



n=468 

n=484 
n=499 

n=726 
n=168 

n=246 

p = 2.61e -6 

○ 育児中、休職・離職した女性医師は、他の勤務形態を取った女性医師と比較して、専門医資
格の取得率が有意に低い。 

育児中の勤務形態と専門医取得（女性） 
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医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査 （平成28年度厚生労働科学特別
研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」研究班）  
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緊急対応 

手術や外来対応等の延長 

記録・報告書作成や書類の整理 

会議・勉強会・研修会等への参加 

勤務開始前の準備 

他職種・他機関との連絡調整 

その他 

時間外労働の主な理由は、「緊急対応」や「手術や外来対応等の延長」が多くなっている。 【１－１】 

次いで、「記録・報告書作成や書類の整理」、「会議・勉強会・研修会等への参加」が多い。 【１－１】 

月の最長連続勤務時間が、24時間を超える医師が、全体の１割強。【１－２】 

宿直は月平均3.2回。１回当たりの拘束時間は平均で15.2時間（うち、実労働時間は平均5.3時間）【１－３、１－４】 

【表２】休日・休暇の実態 

 医師の働き方における課題 

【表１】 労働時間の実態 

0日 1～3日 4～7日 8日 9日以上 

11.4% 14.6% 47.0% 16.3% 10.7% 

１ヶ月の休日日数（平成２７年６月） 平均＝５．３日 

（１－３） １ヶ月の宿直の回数 

（１－４） 宿直１回当たりの拘束時間数、実労働時間数 

（１－１） 時間外労働の主な理由（平成２７年６月） n=691 

その他の内容 件数 

病棟業務 48 

当直（宿日直） 21 

通常業務 18 

学会・研究会・勉強会の準備 11 

重症患者対応 4 

待機 4 

患者対応 3 

診療 3 

夜勤 2 

面談 1 

病院運営業務 1 

「その他」の内訳 

単位：％ （複数回答） 

n=977 

出典：平成27年度厚生労働省医療分野の勤務環境改善マネジメントシステムに基づく医療機関の取組に対する支援の充実を図るための調査・研究事業報告書 

（１－２） 月の最長連続勤務時間 

連続勤務24時間超
が１割強 
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医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査 （平成28年度厚生労働科学特別
研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」研究班）  
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院内の物品の 
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他職種(看護師や事務職員等のコメディカル職種)との分担  
（他職種に分担できる割合（％）） 
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医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査 （平成28年度厚生労働科学特別
研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」研究班）  

○ １日で５つの業務に費やした平均約 240 分のうち、20%弱（約47分）が他業種に分担可能。 



２．勤務環境改善の取組の現状 

17 



勤務環境改善に取り組む医療機関 

取組の実施 

更なる改善 

定期的な評価 

 都道府県 医療勤務環境改善支援センター 

Plan 

Do 

Check 

Act 

勤務環境改善マネジメントシステム 

院内で、院長、
各部門責任者
やスタッフが 
集まり協議 

計画策定 

ガイドラインを参考に
改善計画を策定 

現状の分析 

医療勤務環境改善マネジメントシステムに関する指針（厚労省告示） 
勤務環境改善マネジメントシステム導入の手引き（厚労省研究班） 

「医療従事者の働き方・休み方の改善」の取組例 
  多職種の役割分担・連携、チーム医療の推進 
  医師事務作業補助者や看護補助者の配置 
  勤務シフトの工夫、休暇取得の促進  など 

「働きやすさ確保のための環境整備」の取組例 
  院内保育所・休憩スペース等の整備 
  短時間正職員制度の導入 
  子育て中・介護中の者に対する残業の免除 
  暴力・ハラスメントへの組織的対応 
  医療スタッフのキャリア形成の支援  など 

マネジメントシステムの普及（研修会等）・導入支援、 
勤務環境改善に関する相談対応、情報提供等 

医療労務管理アドバイザー（社会保険労務士等）と 
医業経営アドバイザー（医業経営コンサルタント等）が 
連携して医療機関を支援 

センターの運営協議会等を通じ、地域の関係機関・団体
（都道府県、都道府県労働局、医師会、歯科医師会、 
薬剤師会、看護協会、病院団体、社会保険労務士会、医業
経営コンサルタント協会等）が連携して医療機関を支援 

課題の抽出 

改善計画の策定 

医療勤務環境改善支援センターについて 

○ 都道府県は、医療従事者の勤務環境の改善を促進するため、「医療勤務環境改善支援セン
ター」を設置し、個別の医療機関における勤務環境改善の取組を支援している。 

 

18 



女性医師支援センター事業 平成29年度予算 164,255千円（164,255千円） 

女性医師キャリア支援モデル普及推進事業 平成29年度予算 20,454千円（20,454千円） 

女性医師等就労支援事業 地域医療介護総合確保基金で実施可 

女性医師支援に係る主な取組 

○ （公社）日本医師会に委託し、次のような取組等を実施 
 女性医師の就業等に係る実情把握調査の実施                                     （平成21年度～28年度 延べ 4回実施） 
 就職を希望する女性医師に対する医療機関や再研修先の紹介                           （平成27年度 就業成立件数 47件） 
 学会等におけるブース出展やシンポジウムの開催                              （平成27年度 実績 18回） 
 都道府県医師会等において病院管理者や医学生、研修医に対する 

     女性医師のキャリア形成や勤務環境改善に関連する講習会・講演会の開催         （平成27年度 講習会開催件数 98件） 
 全国の大学医学部や各医学会の女性医師支援や男女共同参画の担当者に対する 
  「大学医学部・医学生女性医師支援担当者連絡会」の開催                     （平成27年度 参加者数 134人）   
 講習会等への託児サービス併設補助                                                                                 （平成27年度 利用児数 延べ307人） 

○ 女性医師支援の先駆的な取組を行う医療機関を「女性医師キャリア支援モデル推進医療機関」として位置づけ、 
    地域の医療機関に普及可能な支援策のモデルの構築や、シンポジウム等の普及・啓発のための必要経費を補助。 
○ 平成27年度実施機関： 岡山大学、名古屋大学 
       平成28年度実施機関： 東京女子医科大学、久留米大学 
 

＜女性医師支援に資する先駆的な取組例＞ 
・女性医師等に対するキャリア教育                     ・育児支援（院内保育所の利用促進等） 
・復職支援（Ｅラーニング, シミュレーターを用いた実技練習等）     ・勤務環境改善（ワークシェアリング等） 

○ 各都道府県において女性医師支援に係る取組を実施 
 

 大学病院や医師会等において相談窓口を設置   （平成26年度 窓口設置数 39件）          

 復職のための研修を実施する医療機関への補助 

 勤務環境改善の取組を実施する医療機関への補助 等 
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（参考）関連スケジュール 
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検討 
場所 

平成２９年 平成３０年 
２四半期 ３四半期 ４四半期 １四半期 

医
師
の
働
き
方
改
革 

働
き
方
改
革
実
行
計
画
を

踏
ま
え
た
検
討
の
場 

医
師
偏
在
対
策
・
需
給
推
計 

医
師
需
給
分
科
会 

    

医
師
養
成
課
程 

今
後
の
医
師
養
成
の
在
り
方
と 

地
域
医
療
に
関
す
る
検
討
会 

○労働時間短縮策等の検討 
○時間外労働規制の検討 

中
間
整
理 

引き続き検討 

○地域医療支援セン
ターの強化等 
・キャリア形成プロ
グラムについて 
・へき地における医
師確保について 
・若手医師へのアプ
ローチについて 
・医師の勤務負担軽
減について 

○抜本的な医師偏在対策 

早
期
に
実
行
可
能
な
偏
在
対
策
を
整
理 

○医師需給推計 
 
※平成３２年度以降の医学部定員
の取扱いについて判断するために
は、周知期間を含め平成３０年春
頃までに医師需給推計の結論を得
る必要がある。 

法
案
提
出
を
視
野
に
と
り
ま
と
め 

○地域医療に求められる専門医制度の在り
方の検討 
・専門医取得は義務ではない 
・地域医療従事者や女性医師等への配慮  
・研修の中心は大学のみではなく地域の中
核病院等  

○卒前・卒後の一貫した医師養成の在り方の検討 

○医師養成の制度における地域医療への配慮の検討 

専門医新整
備指針の改

定 

学会ごとの対応状
況の確認 21 

平成29年６月15日 第10回 医師需給分科会資料 今後の医師確保対策の検討スケジュール予定 


